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昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
は
、
鎌
倉
幕
府
の

将
軍
と
そ
れ
を
補
佐
す
る
御
家
人（
家
来
）

た
ち
の
主
導
権
を
巡
る
争
い
や
人
間
模
様

が
巧
み
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ド
ラ
マ

の
舞
台
は
関
東
地
方
が
主
で
し
た
が
、
こ

の
大
河
ド
ラ
マ
に
も
登
場
し
て
い
た
御
家

人
た
ち
の
中
に
は
、
美
作
国
や
鏡
野
町
域

に
も
関
わ
り
が
あ
る
人
物
も
存
在
し
ま

す
。

　
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）、
源
頼
朝
は

各
国
に
守
護
・
地じ

頭と
う

の
設
置
を
要
求
し
ま

し
た
。
守
護
は
国
ご
と
に
置
か
れ
、軍
事
・

警
察
の
役
目
を
す
る
役
職
で
、
地
頭
は
各

国
の
荘
園
（
貴
族
や
寺
社
の
私
有
地
）
や

郷ご
う

・
保ほ

（
古
代
・
中
世
の
所
領
単
位
）
ご

と
に
置
か
れ
、
土
地
の
管
理
や
年
貢
の
取

り
立
て
を
行
う
役
職
で
す
。

　
美
作
国
で
は
、
現
在
作
楽
神
社
（
津
山

市
院
庄
）
が
あ
る
院
庄
館
跡
が
守
護
の
居

館
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
美
作
国
守

護
は
、
源
頼
朝
の
死
後
に
鎌
倉
殿
を
支
え

た
十
三
人
の
有
力
御
家
人
の
う
ち
の
一
人

で
あ
る
梶
原
景
時
で
す
。
お
そ
ら
く
景
時

自
身
は
美
作
国
に
赴
任
せ
ず
、
代
官
が
そ

の
任
に
あ
た
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
真
庭

市
の
草
加
部
に
は
、
梶
原
景
時
が
住
ん
だ

と
い
わ
れ
る
梶
原
屋
敷
と
よ
ば
れ
る
館
跡

や
、
勇
山
寺
や
神
林
寺
な
ど
景
時
に
よ
っ

て
建
立
・
再
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
寺
院

も
存
在
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
景
時
は
他
の
御
家
人
た
ち
と

対
立
し
て
失
脚
し
、
正
治
二
年
（
一
二
〇

〇
）一
族
共
々
粛
清
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
次
に
美
作
国
守
護
を
務
め
た
の
は
、

同
じ
く
十
三
人
の
御
家
人
の
一
人
で
、
梶

原
氏
や
比ひ

企き

氏
、
畠
山
氏
な
ど
有
力
御
家

人
の
粛
清
に
尽
力
し
た
和
田
義
盛
で
し
た

が
、
義
盛
自
身
も
執し

っ

権け
ん

・
北
条
義
時
と
対

立
し
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）、
和
田

合
戦
と
よ
ば
れ
る
反
乱
を
起
こ
し
、
一
族

共
々
粛
清
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

後
の
美
作
国
守
護
は
史
料
上
で
は
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
々
北
条
家
と
そ
の

一
門
が
務
め
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
比
企
氏
・
畠
山
氏
の
反
乱
や
和

田
合
戦
、
承
久
の
乱
に
も
北
条
方
と
し
て

従
軍
し
、
摂
津
や
淡
路
の

守
護
を
務
め
た
御
家
人
の

長
沼
宗
政
が
、
寛
喜
二

年
（
一
二
三
〇
）
に
嫡
子

に
自
分
の
領
地
を
譲
与
し

た
書
状
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
書
状
か
ら
、
下

野
、
陸
奥
、
美
濃
、
美
作
、

備
後
、
武
蔵
、
淡
路
の
各

国
の
地
頭
も
務
め
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
美
作
国
は
「
西

大
野
保
内
円
宗
寺
」
と
い

う
地
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
名

は
、も
う
想
像
が
つ
く
か
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
鏡
野
町
域
の
円
宗
寺
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
河
ド
ラ
マ
に
も

登
場
し
た
鎌
倉
御
家
人
が
鏡
野
町
内
に
も

領
地
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
で
も
少
し
時
代
が
下
っ
た
徳

治
三
年
（
一
三
〇
八
）
に
は
、
第
九
代
執

権
の
北
条
貞
時
が
京
都
の
勧か

修じ
ゅ

寺う
じ

と
い
う

寺
院
に
対
し
て
、
愛
染
王
・
尊
勝
と
い
う

仏
様
の
供
養
料
所
と
し
て
、「
美
作
国
西

香
々
美
庄
」
を
寄
進
し
た
書
状
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
西
香
々
美
庄
も
現
在
の

香
々
美
一
帯
を
指
す
地
名
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
以
前
に
こ
の
連
載
で
も
紹

介
し
た
角つ

の

田だ

弥
平
次
（
治
）
も
、
承
久
の

乱
に
従
軍
し
て
後
鳥
羽
上
皇
方
の
武
将
を

討
ち
取
り
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
薪
郷
（
薪

森
原
）
の
地
頭
職
に
任
命
さ
れ
こ
の
地
に

移
住
し
て
き
た
鎌
倉
御
家
人
の
一
人
で
す

（
平
成
二
十
九
年
一
・
二
月
号
参
照
）。

　
鎌
倉
時
代
の
町
内
に
関
す
る
史
料
は
、

こ
こ
で
紹
介
し
た
程
度
の
わ
ず
か
な
も
の

し
か
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
を
ま
と

め
て
み
る
だ
け
で
も
、
大
河
ド
ラ
マ
の
世

界
が
少
し
身
近
に
感
じ
て
き
ま
す
。
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